
【 社会的な課題 】

【 取組み内容 】

【 節水の仕組み 】

【 使用機器 】

【 節水/CO2の削減効果 】

SDGs 各種産業洗浄分野でのファインバブル技術の社会実装化による「節水」事例

テーマ：ろ過装置・活性炭吸着装置の定期的な洗浄時におけるファインバブル(FB)技術応用

■企業名称  株式会社広洋技研  https://koyo-giken.com

■お問合せ先 吉崎富士男(ヨシザキフジオ） E-mail：fujio.yoshizaki@koyo-giken.com

リーチフィルター(奥:砂ろ過器、手前:活性炭吸着装置 従来の吸着装置では、１年/回交換だが、3年/回交換となり、

ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄの低減化と節水を実現!

各製造工場においては、除濁を行うためのろ過装置、有機物を吸着するための活性炭吸着装置を利用さ

れているケースが非常に多い。これらの装置はメディアであるろ材、活性炭の汚染化・閉塞状況を改善

するため、メディアに対して定期的な洗浄を行う必要があるが、多量の洗浄水が使用されている。

水資源の持続的な利用を進める上では洗浄水量の削減は重要な取り組みとなる。

某食品工場において製造用水を確保する目的で、浄水場から供給される工業用水をろ過装置～活性炭吸

着装置で処理した水を製造用水に利用しているが、良質な水を確保するため高濃度の凝集剤が添加され

ており、メディアの洗浄頻度が高く、1回あたりに要する洗浄水量も多い状態にあった。

メディアの洗浄時に自然発生するFBによって高効率の洗浄性を確保し、大幅な節水を実現している。

洗浄管内に水、ミリサイズのエアーおよび洗浄するためのメディアを少量ずつ(最終的には全量を)送入し

て循環させるが、メディアの上下動によってミリサイズエアーが微細なFBに破壊され、水のせん断力

とFBによる界面張力の低下によって、メディア表面の汚れを剥離しているものと推測される。

FB発生装置は使用していない。ミリバブルを生成させるためのブロアーおよび特殊ストレーナ、洗浄水

を送入させるための(ろ過処理と併用の)ポンプ、ろ過装置・活性炭吸着装置で使用されている(汚染状態

にある)メディア、メディアの洗浄が行われる洗浄管の4点が主要構成部材である。

洗浄管内に送入された水中のミリバブルがメディアの(水およびエアーのせん断力によって生じる)上下運

動時に破壊されて細分化し、FBとなる。洗浄条件は一定であるため、安定した濃度でFBが生成する。

同一工場内で使用されているー般的な設備と比較し、節水については55.4%カットを実現している。

■節水量 約137,338m3/年間･3システム ※工業用水ベース

■節水分に関わるCO2排出削減量 約33.0ｔ/年間･3システム ※工業用水CO2換算値0.24(t/m3)
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